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廊

女
子

の
勢
賃
が
男
子
の
勢
賃
よ
り
も

疲

に
低
廉

な
る
こ
ご
は
周
知

の
事
賢
で
あ
る
が
、
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の
事
實
に
關
し
て
.

一
は
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の
理
由
に
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さ
て
大

い
に
研
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下
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あ
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結
果
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就
き
て
も
愼
或
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察
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…
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女
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藷
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賃
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一
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勢
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廉
な
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藪
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に
依
り
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謹

承
ず
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必
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も
な
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で
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ら
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両
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の
割

合
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如
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な
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比
較
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下

に
在

る
か
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爲
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曜
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統

計
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讐
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力
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国
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呪
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讐

轄
工
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明
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四
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岡
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。

右
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。
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す
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先
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髭

掌
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間
工
場
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げ
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女
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共
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轟

轟

毒

・
於
・
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よ
・
も
唇
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男
工
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均
欝
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高

七
+
五
讐
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前
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こ
銭
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享

、
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工
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・
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・
も
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四
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四
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二
+
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讐

な
っ
て
居
る
・
然
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男
工
餐

翳

す
妥

正
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轄
工
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於
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築
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所
が
、
ぞ

は
漫
糞

・
書

所
嶺

歯

・
　

・
で
あ
・
て
、
鍵

糞

定
歯

・
理
論
的
に
蕃

不

、



　露
舞

い錫縫

韓

蜘鱒

雛

麺

錫
舞

瀬懇

願
辮
簾
繋

眺綴

織

鳩　戦
戦雛

緯

調
饗

襟

驚
鍵駿
州輪
饗
無

縫

踏
琳鰐
.膿瞼

　
圷
顎

て
は
。
む
を
得
ざ
る
次
薯

・
・。
.
此
の
場
倉

穿

て
は
季

傷

者
・
鬱

蒼

鴇

の
地
位
卿

磯
鴫欝

欝
幅ザ講

撫
講

鐸
謡

.

て
問
題
は

「
。
の
場
A
。に
・
・
享

餐

の
藻

・
就
・
て
其
・
…

ぱ
低
壷

由
を
詮
穿
し
て
暴

け
れ
ば

鳳

奮

。
。
で
あ
る
.
。
れ
。
も
五
口人
・
翁

國
の
統
計
材
凝

就
・
て
斯
・
警

詮
甕

爲
す
に
足

る
だ
け
.の
も

轍

。
を
得
る
能
は
ざ
る
ご
羅

に
、
鑑

的
に
肇

楚

婁

て
之
畜

究
・
・
の
暇
・
書

せ
ざ
る
が
故
.に
蚕

糞

難

震
葬

驚

ポ喉韓
難

瓢
鐸
窪
、墨
プ藩

論

.

.

鋤

.

輪

読

女
舞

窟

三

)

更

竺

翌

號

・尭

)

九
四
五
.

、



.

論

説

女
子
労
働

問
題
(
三
)

第

八
巻

(第
五
號

六
9

六
四
六
.

糠
搬



一
な
鼠

。
瓦
窯
は
前
に
述

菱

る
所

葬

せ
繁

る
も
明
か
な
る
所

で
あ

奄

次
に
唱

へ
ら
る
＼
理
由
は
女
子
講

者

の
墓

の
劣
れ
り
喜

ら
・
・
こ
芝

で
あ
る
.・
是
暑

嬉

げ
た
る

　
ロ

…

疲

親

督

關
聯
し
た
場
A、
が
多
い
が
、
久
喜

墨

晦

れ
て
唯
だ
麗

暴

露

に
.女
子
の
篇

能
裳

勇

子
よ
り
も
劣
れ
り
享

場
合
も
少
く
な
い
。
而
し
て
砦

後
の
場
富

松
・
も
・
誓

約
に
享

の
欝

能
率

一
　の
劣
れ
・
鑑

ふ
場
食

、
齢

・
難

産

別
・
然
か
・
篭

・
巖

基

礎
こ
し
て
之
遙

ふ
場
合
嘉

あ一

.。

.
是
黙
も
亦
馨

的
隻

遙

霧

盒

は
共
の
當
否
は
右
笙

理
由
巻

ら
る
虜

に
馨

る
高

様
で
あ

.

つ
て
、
唯
妻

子
な
.る
が
整

同
じ
蕩

・
同
欝

饗

し
・
て
も
男
子
・
り
も
碁

能
霧

劣
れ
養

す
臨

,

幾
多
。
條
。
的
致
慮
を
必
要
ご
し
、
・
.の
考
慮

の
行
・
れ
・
・
磐

、
そ
は
や
は
嶺

驚

享

謬

論
・
響

喪

ざ
。
を
得
ぬ
.
享

の
蕩

能
禁

孝

委

…

の
餐

　

磐

・
、
女
蓄

賃
が
歪

於
・
・
饗

.

於
て
も
男
子
よ
り
低
き
に
居

る
ξ

、
そ
は
現
制
度
の
下
に
於
・
鍍

方
も
蔭

所
で
あ

・
が
・
盤

は
奮

然

鵜
繊

纏
鵬
鶴
補講
遜
講

難
韓
壌難

嫁
入
前
の
蒔

的
蕩

喬

・
に
過
護

の
で
、其
の
勢
働
年
限
籔

年
を
出
で
袈

第
で
あ
る
.か
ち
・女
子
傷

者
無

謬

働
翼

り
得
・
の
暇
奮

し
て
蕩

を
止
め
、
從
て
女
子
欝

者
は
不
熟
舞

働
、者
多
し
蜜

張
せ

.

・
る
}
2

あ
る
.
盤

・
洵
・
尤
・
・
藷

で
あ
・
て
、
肇

妻

子
鶴

老
中
に
易

論
永
く
鬱

蒼

し

…
て
蕩

に
從
華

。
斎

あ
り
.
琢

は
馨

熟
馨

働
書

し
・
立
派
・
腕
前
・
有
す
る
の
で
あ
嘉

・
然
か
.

輪

読

女
舞

働
問
警

三
,

第
八
巻

〔第
義

.
六

;

六
四
.七

㌦ 「

.

・



あ

　

あ
　
　
　
　
　

ニ
　

　
　
ス
な

ハ　
モ
　

　
ニ
　

　
　
　

漉

種
。
者
は
努

上
に
於
て
甚
・
ぞ

、
季

傷

者
冥

鑑

・
蒔

的
蕩

難

　

然
か
義

國
警

…

縫

雛
藷

熱

熱
勧匙
灘
難

讐

藷
聯箋
馨

　無
難

磁藪

蕪

翫雑

載

蠣
謹
選
縫
蔽
鋤蕪

　讐

諜

舞

縛
㎏総
数

羅

難

難

縛礫

籍

鯵

欝

欝

蟹

・
く
、.応孚ろ
退
い
て
熟
練
者
の
蒲

、
欝

　

肇

匙

次
に
女
子
傷

者
の
蕩

肇

に
關
嚇
し
て
考
・
・
ξ

こ
減

、
女
子
が
病
纏

り
易
き
こ
是

迄
は
色

.

。
ご
統
計
な
。
に
依
り
て
も
蓋

・
ら
る

、
所
…

.
此
黙

・
國
民

・
異

・
振

・
.・
・
異
義

國
藤

米

と

.

は
多
娯

態
、
異
っ
て
居
。
が
、
問
題
は
π
ゴ
正
確
・
統
計
的
・
蕃

書

・
護

せ
暑
.
＼
や
否
や
に
存
す

る
。
訂
し
麦

そ
は
餐

奮

闘
係
す
・
よ
・
も
餐

所
得
額
・
關
箏

・
所
多
く
f

子
に
月
参

る
こ
薯

比
熱
に
は
太
い
。
る
關
儒
書

せ
・
・
を
得
な
い
.
隻

考
…

可
・
謹

享

釜

場
に
於
て
蕩

を
終

へ

実

る
後
家

爵

,
て
家
蕩

霧

・
慧

ざ
る
可
争

、
爲
・
・
芸

豊

麗

陥
・
曇

事
情
あ
き

甚

あ
る
.
尤
も
此
黙
は
薯

織
工
や
製
藏

工
・
聖

寄
蓼

住
・
の
多
・
も
の
鋳

・
て
は
議
論
に
な
呂

が
・

.

星

よ
り
揚

す
る
者
。
就
い
て
は
確
か
に
考
慮
中
・
入
・
碁

器

・
所
で
、
女
子
・
蕎

肪

制
限
霧

ふ



.

る
場
合
な
ぜ
に
は
厭
み
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
黙

で
あ
る
α
更
に
叉
女
子
餅
助
者
が
過
錯
に
陥
り
易
ぎ
事
情
乙
レ
て
は

「其

の
有
す

る
係
累

の
性
質
が
男
子
に
於
け
る
と
異
る
場
合
多
き
こ
ご
も
考

へ
ら
る
可
き
で
あ
る
。
尤
も
之
は

一
般

」的
に
女
子
勢
働
看
に
當
簸
ま
る
問
題

で
は
な
風
、
女
子
勢
働
者
中
に
在
り
て
も
扶
養
す
可
き
係
累
を
有
す
る
者
に

一
限
ら
れ
、
特
に
は
叉
工
場
工
業
に
於
け
る
よ
り
も
家
内
工
業
に
於
け
る
問
題

と
し
て
更
に
大
い
な
る
意
義
を
有
す

一
る
も
の
な
る
こ
ご
は
忘

る
可
ら
ざ
る
所

で
あ
る
。
然
し
兎
も
角
も
扶
養
す
可
き

係
累
を
存

ず
る
女
子
に

在
り
て

は
、
其

の
係
累
な
る
や
不
具
者
こ
か
病
人
ご
か
老
衰
者

と
か
い
ふ
種
類

の
も
の
、
多
く
し
駕

殆
ん
ご
勢
勧
能
力

.

な
き
看
た
る
を
多
数
の
場
合

こ
爲
し
男
子
が
有
す
る
係
累
が
妻
子
其
他

の
者
を
意
味
し
之
等
は
多
少
は
働
き
て
既

得

の
補
を
寫
し
得
る
を
多
藪

の
場
合

ご
掬
す
せ
趣
を
異
に
す
る
も
の
あ
る
は
之
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
之
が

爲
め
に
此
種

の
女
子
は
多
く
所
得
を
得

る
の
必
要
上
過
度
労
働
に
陥

り
易

い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
女
子

勢
賃
率

の
低
き
に
因
り
て
更

に
其
の
必
要
を
撮
め
ら
る

、
も
の
た
る
を
見
遁

し
て
は
な
ら
ぬ
。
・

…
次
に
女
子
勢
賃

の
低
安
な
る
理
由

ご
し
て
は
、
女
子

は
従
業
家
庭

に
於
て
無
報
酬
勢
働
に
服
す
る
に
慣
れ
、
現

…

倉

於
て
も
其

の
事
健

於
て
多
く
蓼

な
き
が
蓼

に
・
舞

挫

於
け
る
企
業
に
雇
は
れ
た
る
場
合
暴

動

一
に
於
て
も
、
兎
角
之
に
謝
し
て
十
分
な
る
債
値

の
認
め
3
れ
季
其

の
評
償
が
低
き
に
傾
ざ
易
く
、
特
.に
之
に
野
し
.
.

…
て
貨
幣
償
燈

の
認
め
ら

る
＼
所
少
き
事
情
あ
る
を
思
は
ね
ば
な
ら
識
。
此
事
は
何
等
理
由
あ
る
に
由
り
て
然

る
に

課

率
、
冬

習
慣
的
に
又
惰
性
的
に
然
か
る
も

の
あ

る
に
過

護

の
で
あ
る
か
ら
、
今
後
肚
會
生
活
が
盆

々
理
智

一
的

に
行
は

乃

、
に
至

り
、
人

の
動

勢

の
債
値

待
に
其

の
経
済

便
値

が
合

理
的

に
評
債

さ

る

」
の
傾
向

を
増

す
に
連

…
れ

て
、
.漸

次
亡

び
行
く

で
あ
ち
う

け
れ
こ
も

、
現
状

に
於

て
は
荷

ほ
少
か
ら
ざ
.る
勢
力

を
有

す
る
を
否

み
難
く
、
.

.

論
、ツ既
r

女
子
労
働
問
題
(
.
三
》

第
八
巻

〔第
五
號
.
.
六
三
)

⊥ハ四
九

・
、



論

説

女
子
審

問
題
言

第
八
巻

第̂
義

六
四
)

六
五
?

繋

も
之
。
先
。
第

一
・
理
由
こ
し
て
述
べ
た
・
女
重

事

・

雇

膣

農
商

聯
す
る
所
な
蓼

解

る
も

㎝
の
で
あ
。
。
而
。
て
罪
は
固
よ
り
肚
璽

磐

孕

る
こ
毛

あ
・
が
、
享

宴

も
亦
自
己
の
蕩

縛

す
る

董

。
る
評
馨

爲
す
毒

ヂ
、
低
・
講

毒

・
楚

・
敢
て
多
く
昔

不
鐙

を
怪
.ま
ざ
る
の
馨

る
窪

ぼ
親
過
す
可
ら
ざ
る
壽

需

っ
て
、
大
姦

の
.享

蕩

蒼

然
か
る
纂

あ
る
限
り
、
之
は
先

づ
女
子
勢
働

青

身
の
自
警

必
要
手

・
所
で
あ
る
・

疲

的
に
蕩

蕩

が
傷

者
自
身
の
人
せ
し
て
の
叉
経
済
上
.に
於

一
け
る
籍

羅

基

礎
ご
す
・
が
聖

、
女
子
蕩

蟹

・
.女
子
昼

・
於
け
る
這
邊
の
墨

を
笙

舞

焦

す
は
、
此
等
の
事
情
姦

ふ
る
に
就
け
て
も
明
か
な
る
次
第
で
あ
る
・

「
次
に
掲
ぐ
可
き
事
由
は
女
募

働
が
多
重

舞

・
補
助
・
爲
　

・
.豪

の
馨

牽

奮

黎

鋳

鍵
醗
陛
励毅
欝

蕪

隷

嚢

肩叢

防

ん
餐

め
に
女
子
欝

の
行
・
る
垂

情
多
・
・
蓬

で
・
・
て
・
砦

事
情
あ
る
が
爲
麓

・
享

鐸

賃
繁

ε
へ
少
と

・
、
有
は
無
よ
農

㌢

誤

ふ
位
・
考
・
…

欝

篶

妄

子
及
箕

の
釜

は

.

初
か
ら
多
(
女
子
餐

・
高
低
・
意
中
経

象

、
遊
む
で
.過
宇

{

も
兎
舟

何
某
か
を
漿

ら
ん
享

る

高

ε
し
、
雇
書

芸

藩

を
知
る
が
響

箕

募

塞

・
落

し
企
萎

募

働
香
具

に
雲

不
語
の

鞭
灘

難

離
籍

纏
縫縫

講
舞

舞

雛
織
肋計

老

に
於
て
は
少
か
ら
壽

情
を
異
に
し
、
我
国
・
如
筐

於
妥

弊

雇

芒

奪

可
き
は
賭
場
斎

で
あ
る

,

㌧

.

・



鱗

欝
鋸
繕
　難
戦　　撫
　

織
勲
騰

.

・



論

説

文
雰

欝

題
三

》
.

第
八
巻

(第
五
號

六
六
)

六
五
二

…
が
如
、
、
書

、
亦
蕩

霧

に
於
け
る
需
給
・
關
播

依
・
て

決
定
せ
・
れ
乍
・
・
常
に

盈

.潅
、薩

.潮
』

一
な
。
、
。
募

賃
の
　同低
を
調
孕

　

・
・
る
の
理
暴

肇

の
季

導

で
…

而
・
て
男
子
の
、欝

は

一
大
誓

自
己
及
。

豪

・
生
活
経

持
・
・
餐

麓

行
・
・
電

・
で
・
・
萱

其
の
鬘

髭

の

星

活

標
準
』
の
調
節
蔓

Σ

け
れ
蓄

、
季

募

鯉

唯
だ
嬰

的
…

睾

劣

小
遣
取
の
露

な
る
が
多

し
8
せ
ぱ
、
。
。
欝

が
綾

的
低
安
に
決
定
せ
ら
・
ミ

ゼ
、
其

の
調
節

の
行
・
難

く
・
享

は
.少
き
を
得

難

蓼

響

る
.
満
足
は
せ
季
。
も
.万
乗
生
死
に
閉
す
る
問
題
な
ら
ざ
覆

・
我
慢
・
す
嚢

慢

　
ゐ

「

次
に
記
す
可
き
蕾

は
享

の
蕩

箸

の
如
-
生
活
の
支
持
羅

認

必
謬

迫
ら
発

る
が
綾

町
少
き
.

に
加
へ
。
、
。七
は
叢

る
場
合
・
・
、
欝

録

身
讐

彦

つ
・
た
・
或
物
書

・
旨

に
依
畳

ハの
餐

額

珍

き
。
補
ふ
。
得
る
の
壽

あ
る
こ
ご
之
で
あ
・
、
之
易

戴

・
・
女
子
鬱

蒼

關
し
て
謂
ひ
響

き
所

一
で
は
な
く
、享

蕩

蕩

大
幕

が
ξ

で
あ
・
.な
ぎ

も
山ミ

藷

で
寝

・
け
墾

も
・多
少
碧

落

あ

.

る
こ
蔭

考
へ
な
け
れ
ば
な
・
湯

で
あ
る
.而
し
て
砦

謬

・
義

墜

於
・
・
巌

米
に
於
け
る
ご
・樂

.

。
在
,
て
、
団
々
。
依
り
て
大
・
に
趣
を
異
・
玄

所
で
・
・
し
、
藷

制
鍔

行
は
る
る
國
霰

娼
、制
度
の
行

.

は
る
㌧
國
隠

於
て
庚

。
筆

椿
を
異
壬

、
歪

・
は
享

蕩

・
暴

・
依
り
て
も
甚
だ
歌
呪
を
典

に
す

る
寮

で
あ
る
が
、
蓋

・
構
造
・
斯
の
聖

、敵
娼
制
度
・
行
・
・
と

爵

あ

如
姦

洲
の
団
々
に
於
て
・

.

或

種
の
鶴

。
徒
事
す
る
女
子
が
、
錺

以
鉾

讐

或
働
婁

・
て
餐

所
得
を
補
ふ
の
賀
状
あ
り
然
か
も
そ

が
比
較
的
辱

行
・
れ
で

あ
・
は
之
・
否
む
5

が
出
講

.
孝

が
此

・
最
後
の
手
役
書

し
直

訴
ふ
る
.



蕃

農

別
・
し
て
之
に
訴
へ
ん
毒

ば
訴
へ
得
る
可
能
性
害

す
る
こ
鼠

、
委

子
が
比
欝

低
安
な
る
勢

…
賃
を
得
義

慣
し
得
.・
多
少
の
理
由
寒

参

る
毒

な
い
の
で
あ
・
。
尤
も
此
の
壽

は
季

欝

の
低
案一

一

療

囚
籍

す
.、
り
も
餐

の
低
き
結
塾

し
て
已
む
を
畢

行
管

あ

で
は
あ
る
け
れ
ざ
も
・
砦

覆

の

/

…
手
段

あ
り
と
い
,小
事
實
が
多
少
女
子
労
賃

の
低

さ
に
居

る
理
由
を
駕
し
少
く
ご
も
そ
の
昂
騰
を
妨
ぐ
る
理
由

ご
翁

㎜

芝

濠

芝
露

へ
・
け
れ
ば
・
畠

.
要
…

融

其
物
養

・
方
が
高
き
藷

を
得
る
限
り
女
垂

禦

一
安
く
評
僧
さ
る
、
は
見
れ
難

い
の
で
あ
る
。
是
は
洵
に
悲

む
可
く
皿
働
可
き
事
實
で
現
代
交
明
の

一
大
汚
黙
で
あ

.

.

る
け
れ
ご
も
、
然
し
現
時

の
経
済
制
度

の
恕

、
生
活
蠢

動

墓

密
接

の
關
係
を
有
し
、
人
々
は
自
ら
自
己
の

.

　
生
悟

を
支
持

せ
ざ

る
可
ら
ず
、
女
子
と
錐
も
己
を
.養

ひ
異

る
」
父
兄
や
夫

の
な
き
限
り
、
.又
自
己
の
有
す
る
財
産

の
な
き
限
り
ば
、
自

・
働
き
て
活
喜

る
可

・
ざ
・
制
度

の
下
に
穿

て
ば
、
働

き
て
+
分
な
垂

轟

酬
を
得

ざ
る
場
A
。
に
、
循

ん
餐

め
の
必
要
上
砦

最
後
の
手
段

の
取
ら
・
≧

葛

・
も
.・
そ
は
何
等
怪
む
可
き
喬

慧
な

い
。
而
し
て
筍
も
人
格
を
無
幌
し
名
轡
ど
自
愈
.勘
ご
を
勉
ち
て
了

へ
は
、
此

の
最
後

の
手
段

は
比
較
的
経
済

…
上

の
効
果
多
き
手
段

こ
し
て
好
む
で
用
ゐ
ら
る

、
に
至
る
を
避
け
難

い
の
で
あ
る
。
之
を
恵
み
之
を
翫
ぢ
之
を
腓

　
て
現
代
交
明
の
汚
黙
ご
考
ふ
る
者
は
女
子
と
男
子
ご
共

に
女
子

の
人
格
.を
曾
重
す

る
に
至
ら
む
ご
&
を
希
ひ
斯
か

…
る
世
運
を
造

る
に
努
む
る
ど
同
時
に
、
労
働

こ
い
は
争

一
般
に
身
臓
に
個
有

の
も

の
を
費
り
て
生
活
せ
ざ
る
可
ら

蔭

制
馨

葺

、
蕩

オ
空
活
ε
の
直
接
必
至
の
關
係
落

ち
切
・
萎

め
之
断

切
・
得
可
き
羅

を
磐

…
に
虚
力

せ
な
け
れ

ば
な
ら

ね
の
で
あ

る
。

}
般
的

に
代
償

を
得

て
身

魁

の
働

を
賣

る
制
度

を
革

む

る
に
書

さ
な
け

、

…
れ

ば

な
ら
ぬ

の
で
あ

る
。
希

く

は
女

子

と
男

子

と
を
し
て
共

に
肉

冠
心

㊨
難

き
を
知

ち
し

め
よ
。

・

.

論

説

女
雰

働
墨

・
;

、

第
黍

(第
五
號

六
七
二

五̂
三
.



論

説

享

蕩

擾

三

}

.

、

菱

巻

(墾

號

交

)

六
五
四

…
女
子
讐

の
低
毒

聖

し
て
最
後
に
考

へ
暑

可
皐

健

、
、女
子
勢
磐

の
毘

織

工
組
合
固
結
暴

…
蓮
某

、
之
を
繁

あ

多
き
・
芝

で
・
・
。
砦

事
情
も
蛮

窪

依
り
て
趣
翼

に
す
.る
所
で
・
叢

の

…
如
く
男
子
欝

者
の
聞
に
す
泉

だ
整

組
禽

獲
達
を
暴

・
も
の
に
穿

て
・
、
之
が
響

繕

・
女
垂

一
賃

が
孝

饗

髭

較
し
て
低
箋

皇

は
爲
し
讐

が
、
藷

な
房

如
島

子
蕩

喬

に
織

工
馨

の

著

し
き
窪

寛

奮

に
、享

鶴

喬

箕

の
叢

覆

れ
た
垂

砦

・
麗

穿

て
は
・此
翁

め
舞

子
餐

の
比
欝

高
き
に
享

鍵

の
之
に
俘
っ
て
高
き
を
得
ざ
・
所
あ
・
審

み
讐

・
荷
も
現
.時
の
欝

組

織
の
下
に
於
て
企
業
上
雇
響

暑

毒

働
者
無

賃
募

働
誉

有
利
な
・
や
う
契
約
叢

結
ば
ん
喜

ば
・

欝

喬

。
有
力
な
る
組
A
、團
結
の
窪

す
る
こ
議

必
譲

・
可
・
芸

所
で
勇

。
個
あ

欝

嚢

個
々

に
企
萎

募

働
契
約
を
結
雰

で
は
、
電

鍵

の
古

松
て
の
み
な
享

、
一
般
に
契
約
條
仲
を
自
己
に
有

.

利
編

結
す
・
壁

際
上
康

難

所
で
あ
っ
て
、
之
姦

ふ
の
蕩

蕩

蒼
顔

結
し
て
馨

組

織
し
・
勢

、

鍵

健

凡
べ
て
馨

の
名
に
於
・
組
禽

手
接

・
て
羅

ば
れ
断
熱

.僧

.勲
,醗
、援

り
て
欝

者
の
企
業

.

家
鋳

す
る
地
位
・
嘗

利
益
莚

む
・
の
外
は
謙

。
而
・
て
蕎

な
Σ

穿

て
舅

垂

響

問
髭

の

組
A
.團
結
の
大
い
獲

馨

る
も
の
が
あ
・
響

に
、
男
子
組
合
傷

者
鼻

賃
真
鯵

潔

件
蹟

る
有
利
な

る
も

の
あ
る
に
至
り
た
る
に
拘
ら
チ
、
女
子
は
従
来
兎
角
男
子
弊
働

爬
合
よ
り
排
斥
さ
れ
て
是
に
加
入
し
難
く
、
叉

女

古

身
の
問
に
於
け
・
女
子
蕩

馨

の
窪

も
兎
懲

は
し
か
ら
ざ
る
も
の
あ
り
し
薦

め
に
・
女
子
募

画

契
約
叢

結
ぶ
に
つ
け
て
は
常
に
不
利
益
な
・
僚
件
に
甘
ん
せ
ざ
・
を
得
な
か
つ
醜

劣

事
情
は
近
套

子

鶴

看
の
昼

猿

り
て
大
い
に
敗
着

・
た

至
つ
有

れ
ご
も
、
そ
れ
で
書

髭

黙
に
關
し
て
男
姦

等



。
地
位

ど
勢
力

と
の
造
り
上
げ
ら
る
・
だ
・
で
も
譲

・
可
也
遼
禦

・
喜

・
け
れ
ば
琶

ね
・
呪
ん
裏

國

。
如
,
。
於
て
は
前
途

は
叢

か
覧

竃

・
附
嘉

・
・
程
で
・
・
.
而
・
て
從
舞

子
組
食

事

傷

者

の
加
入
姦

迎
芋

、
兎
角
之
も
排
斥
・
・
の
風
脅

し
旨

は
、
・
が
女
子
・
・
が
整

例

の
偏
.見
よ
り
せ
ら
れ

た
壽

も
あ
る
で
あ
・
・
が
、虫
ビ
し
て
髪

垂

響

が
不
熟
舞

働
.者
で
あ
・
た
か
ら
で
姦

練
蕩

霞

季

た
る
と
男
孟

き

を
問
は
す
、
一
捲

職
工
組
禽

排
季

喬

差

・
て
萎

の
で
あ
る
・併
し
企
券

現

制
度

。
下
。
於
て
誘

券

地
位
・炉上

ぼ
し
勢
力
姦

康

家
鋳

・
て
利
益
.の
農

を
計
ら
ん
喜

ぱ
、

鱒

難

難

麓

讐

」
ざ
る
所
・、吻
・
か
ら
、
今
後
の
周
置
ご
し
・
は
是
非
-

、

以
よ
論
蕩

・
馨

・
て
発

…

宴

子
霧

薄

婁

　

　

洵
績

當
の
理
由
あ
る
を
.

.

知
る
こ
墓

蒙

る
の
で
あ
っ
て
、
共
の
理
由
覚

暑

・
顛

毒

・
て
之
姦

》か
れ
ば
・
↓
季

の
人
格
的

.

盤

。
行
。
与

、哩

易

論
の
こ
ご
、女
子
自
・
も
之
妻

事

颪

・
告

書

落

眠

は
季

餐

の
.
.

厭
き
を
兎
難

く
、
に
妻

子
欝

零

少
・
義

諸

差

・
永
続
的
・
妻

子
蕩

有

数
の
増
し
一
驚

髪

子
鶴

首

隷

鶴

券

嘉

す
詮

あ
・
・
れ
ば
享

餐

・
低
毒

見
難

く
・
認

を

關
轡

豪

族
制
度
。
鷹

、
享

蕩

が
豪

簿

・
補
充
・
響

・
行
・
・
毒

情
・
存
す
簡

要

霧

賃
警

…。曽
冤
無

く
、
嬰

最
讐

は
享

蕩

喬

・
羅

・
崇

吉

團
難

動
・
健

行
・
れ
・
る
限
り
娑

子

餐

低
。
覧

れ
讐

の
で
あ
る
。
而
し
て
此
舞

中
・
穿

て
最
・
ぞ

経
欝

・
嚢

を
有
し
麦

馨

り

論

・

女
・
藷

璽
三

第
八
貴

釜

山八九
)
.
.六至

,

.

■



論

説

女
子
勢

働
問
題
〔三

)

難
雛
讐
蓑

藤
儲卜畿

鵜
慰
鑑

讐
最

「
.

五

女
子
労
働
組

合

　

撫
　繋

鐵

離
郷
細鱗

鑑

灘
鍵
騰



.

に
も
砦

意
墜

於
て
排
斥
還

毒

見
れ
難

つ
た
の
で
あ
る
Q

購
鎌
鐸

灘
灘
饗

r



論

説

享

鶴

膿

三
》
一

翼

資

望

號

圭

}
.六
夫

…
所
で
は
粟

蔑

特
に
季

饗

の
綾

的
に
行
は
れ
砦

棄

合
衆
国
の
如
き
に
於
て
す
ら
・
砦

性
情
あ
る

餐

め
に
組
A.羅

は
大
い
に
妨
・
ら
・
允
ミ

嚢

・
胤

.
呪
ん
義

・
・
聖

・
於
て
は
倉

は
勿
論
の

一
こ
蓉

後
轟

も
解

髪

捲

於
て
少
か
皐

事
情
の
困
讐

繋

る
で
あ
ら
う
・

次
鋳

,
可
・
・
享

蕩

蕩

欝

所
得
ぞ

・
て
、
組
合
羅

磐

て
之
・
維
持
玄

婁

負
憶

堪

へ

能
は
。
る
の
藩

老
で
・
る
.
尤
・
欝

馨

中
差

・
て
・
佛
簡
要

・
3

雰

-
や
蓋

疲

薪

組
合

霧

船縁

磯
　て籍
灘

"藤

鍵

齢難

難

無
熱のの箔

編
樋灘

難
嚇繊
繊
雛

灘
綿
臆灘

　或
は
同
罷

工
。
行
ふ
が
如
き
場
A
、
の
備

・
の
碧

・
は
、
可
也
+
・
・
馨

の
備
金
・
調

へ
・
置
く
必
護

あ

　簾

蕪

鐸

議

耀

鶴蝿
簿

嚢

讐

礪

得
を有
す
る者
の間
一

次
に
女
舞

薯

の
毘

は
共
同
錺

・
孕

・
訓
練
の
足
・
ざ
る
こ
　

亦
峯

訂

組
禽

難

を
妨
航

一
る
藩

と
し
。
は
農

芸

る
可
ら
ざ
る
照
・
あ
・
。
此
・
泰

阜

が
肚
交
藩

贋

れ
実

筐

下
級
経

…

禽

於
,丸
然
。
、
。
あ
る
。よ
・
来
る
事
情
・
あ
・
が
、

;

・
菱

鶴

醤

・
長
く
し
て
身
紳
に
馨

な
き
に

…
加
へ
。
、
女
舌

雛

。
如
金

髪

於
け
る
蕩

終

飛

羨

・
家
事
羅

用
鑑

は
る
と

ざ
多
嘉

爲

22)Hutchins ,ibid.PP,150f



漣

、
、聲

轟

間
薪

用
・
て
集
會
暴

加
し
其
些

般
に
重
文
に
依
そ

共
同
生
活
の
嚢

義

得
麦

共

」同

運
動

の
訓
練

を
脛

る

の
暇

を
有

し
得
ざ

る
が
爲
め
に

然

る
も

の
な

る
を
知

り
得

ら

る

＼
の
で
あ

る
。
配

し
で

北

嶺

漿

に
於
て
巳
に
撚
り
ご
せ
ぱ
、
我
国
の
加
勢

子
鬱

蒼

す
ら

一
讐

共
同
生
活
異

塁

暫

に
閲
す

ぢ

訓
練
譲

げ
た
・
も
の
に
穿

て
ば
、
豊

以
て
然
ら
ざ
る
を
得
ざ
る
次
第
で
あ
る
・

㎝
次
に
考
ふ
可
き
事
情
は
、
企
業
家
側
に
於
け
る
女
子
勢
働
組
合
反
封
の
態
度
眠
く
、
女
子
に
謝
し
て
は
雇
主

の

.

罐

の
利
き
易
き
窪

之
で
あ
る
。
砦

壽

は
女
子
の
問
に
共
同

薮

の
運
動
の
行
は
れ
難
文

其
間
に
.有
力
、

.

な
・
馨

・
存
奪

警

・
・
事
募

謹
.
捻

・
然
・
・
至
・
・
で
あ
る
が
・
然
し
蕎

糖

此
の
事
鯵

る

が
矯
め
に
女
子
組
合

の
獲
達

の
妨
ザ
ら
%

、
.の
大
な
る
こ
ご
も
之
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
女
子
勢
働
者
に
封

　
し
て
雇
主

の
威
歴
が
有
敷
に
行
は
れ
易
き
理
由
は
絮
説
を
待
π
ざ
る
所

だ
が
渦
然
し
女
.子
の
性
質

の
柔
順
で
、
威

…
情

に
強
き
等

の
本
性
あ
る
に
加

へ
て
、
女
子
が
從
來
生
活
上

一
般
に
男
子
の
厘
制
に
慣
れ
、男
子
に
饗
し
て
頭

の
上

一
ら
ぬ
も
の
こ
い
ふ

一
般

の
氣
風
の
造
り
成

さ
れ
て
居

る
こ
ご
は
、
注
意
を
要
す
る
黙
で
あ

っ
て
、
婦
人
解
放

の
要

総

轄

鐸

暇
難

難
桝㎞ド難

鷺

鏑
鑓

難

α蹟

素

働
糞

馨

覇

・
・
起
・
ん
芋

・
・
於
・
堅
塁

・
直
・
箕

の
主
唱
誉

幕

　

如

き
姦

人

を
拉
し
て
嚴
重
に
之
を
所
罰
し
之
を
犠
牲

浜

・
て

一
種
憲

脅
政
.治

を
行

ひ
、
以
王

難

の
下
に
運
動
を
挫
折

せ
し
め
ん

と
す

る
が
常
例

で
あ

る
。

…
最
後
に
、
從
來
は
藷

な
歪

穿

て
も
季

傷

者
射

し
て
は
兎
角
睾

欝

者
暮

暮

斥
の
態
馨

.

融

説

文
舞

働
問
題
三
)

莫

巻
.
望̂

號

当

六
尭



.

　
濃
霧

達

子の組　

を　
たる難

鷺

磐

舘
　

少し(

醤

鍵

無

縫

靴硲
縦雛

蠣

難

戦
難

薩
閥鑓

藤

欝
欝

鷲
難
醐欝

縁
鰐

藪
難

雌毒

し
む
。
も
の
な
り
と
考
ふ
る
所
　

し
て
、
女
子
鶴

嚢

排
斥
・
、
蕎

箸

力
・
る
蕩

粗
食

組
轡

る

「が
如
,
あ
・
娑

子
の
競
劣

盆
孟

畜

・
・
て
男
子
鬱

蒼

撃

て
縫

奇

き
藁

を
齎
す
窒

奇

陰
。
陽
。
,享

蕩

組
A・
の
蓬

姦

箋

の
で
・
・
。
餐

慰

近
勝

至
り
て
暴

奨

い
に

　
し

ご

し

て

ゐ

癒

し
来
り
身

垂

響

ご
女
子
鶴

首

暴

働
・
頚

婁

・
す
・
場
合
多
く
・
豪

し
も
π
誉

常
に

、馨

看
た
る
地
位
に
立
た
ぎ
る
も
の
π
る
の
事
情

・
明
か
な
・
量

れ
・
高

鷲

講

書

七
て
は
孝

も

一、、鰍蘇

醐鍵

嚢

磨鋸
鎌

静
謐
籟
髄

ト雛
簿
翁

…
の
置
く
考

.
、
る
、
に
.至
り
、
孝

蕩

馨

に
・
て
享

・
加
入
姦

迎

・
・
は
勿
論

・
ミ

男
子
組
合
が

語

導
凄

子
組
合
切
換
蓬
を
助
け
ん
,
す
る
向
風
虫次
は
れ
來
・
た
や
-
而
あ
・
っ

…で蕪

鑓

錘

馨
㎏謹
鞍

髪

藩

雛

鷺雛
.

.

・



.

者
の
み
劣

に
穿

て
羅

せ
ざ
・
可
皐

篤

し
、
容
認

級
の
人
・
書

落

級
の
人
〃
や
の
指
諄

依
り

助
力
接

り
で
之
鑑

奇

き
も
の
に
非
葱

の
見
解
の
行
は
・
亮

至
り
た
る
を

;
暴

け
れ
ば
な
ら
ね
・

一
そ
れ

ご
い
ふ
は
従
来
英
國
な
ざ
に
於
て
可
也
早
く
よ
り
女
子
の
間
に
組
合
を
組
織
す
る
の
必
要
の
唱
道
せ
ら
れ
、

.

叉
實
際

に
於
て
も
其

の
組
織
連
動

の
行
は
れ
、
現
に
女
子
組
合

と
し
て
相
當
の
獲
達
を
遂
げ
得
π
る
も
の
も
少
か

ち

。
れ
零

、此
等
昊

誓

智
識
階
級
の
人
・
の
指
邊

助
援

っ
て
行
・
巽

も
の
で
・或
る
場
合
旨

菓

家

と
い
は
る
玉
人
々
憲

援
を
も
受
け
蟻

藝

男

面
よ
り
助
を
受
け
た
の
で
あ
・
が
・
斯
か
る
他
力
圭
養

之
を
排
斥
芸

。
可
ら
奮

い
ふ
麺

の
動
奉

り
た
・
馨

な
の
で
あ
・
。
帥
ち
從
委

子
蕩

募

智
識
低

く
力
乏
し
か
り
し
が
爲
め
に
彼
等
自
身
の
力
の
み
を
以
て
し
て
は
所
詮
組
畠

結
の
出
来
上
が
　る
可
毛

あ
ら
ざ

り
し
か
ば
、彼
の

雇

的
奨

覇

糞

歴

る
婦
人
や
、其
他
特
に
女
子
蕩

蕩

謹

に
婁

ん
善

る
婦
人

.

箕

卒
先
し
て
享

蕩

奮

鼻

巌

撃

・
・
努
・
・
馨

・
問
・
奔
走
し
て
馨

羅

を
貸
地
獲

現
せ

し

む
乏

至
鬼

。而
し
て
其
の
功
績
縫

讃

す
可
ら
ざ
・
も
の
が
あ
・
の
で
あ
・
・け
れ
竃

鐸

漸
く
享

尋

働
喬

旨

讐

確
辛

・
に
至
り
彼
等
の
.問
に
も
識
見
脅

能
力
あ
暑

寛

・
に
至
り
て
吉

は
・
茎

般
舅

女
を
間
竿

蕩

誉

ら
に
依
り
て
行
は
・
毒

働
覇

の
氣
蓮
熾
な
・
に
至
り
て
よ
り
は
・
,鬱

蒼

自
己
の
階
級
の
響

旨

己
の
力
に
依
り
て
運
動
を
起
し
邑

の
力
を
以
て
業
を
成
・
ん
手

る
も
の
で
・
然
が

も
傷

者
の
階
級
は
何
警

奎

其
讐

欝

整

・
誉

利
害
を
共
誓

せ
・
所
な
く
・
寧
ろ
有
磐

階
級
に

…
謝
し
て
は
利
害
相
反
し
互
に
激
動

の
地
位
に
在
る
も
の
な
れ
ゆ
、
循
等

の
階
級
に
属
す
る
人
々
の
.援
助
に
依
り
て

…

馨

運
動
を
起
す
ε
・
ふ
が
如
き
は
・
家
薯

毒

冤
・
・
れ
ば
、
響

・
男
子
砦

妄

雰

　

問

論

號

女
雰

瑠

磐

三

'

・

第
翁

(錆
義

ま

二

八さ

/

.,



論

説

女
子
芽
働
問
題

(三
}

　
　
お

ハ　
モ
　

ま

ハ
　
　
　
　
ニ

　鱗
纈

講

癬

　㎞攣
　辮
　　

総
懸
羅

一
之
を
智

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
・
。

撫

難

懸
鰹
嚇　　　　鞍

欝

嘲

.,



依

羅

に
性
答

盈

馨

を
も
拳
.

・
・
の
な
慶

、
響

何
・
曇

即
き
か
・
薯

何
れ
獲

箏

・り
書

.
ふ
ご
葉
擦

湛
ソだ
舞

な
る
問
題
た
薯

・
.を
得
誤

。
職
業
の
購

錘

っ
て
羅

ざ
る
＼
あ

は

綴
灘

匙鐸
鱗

堀雛

騰
囎講

鍵

編憎

一
の
で
あ
る
.
。
れ
ば
蕾
。
享

の
欝

組
食

嬰

圭

欝

に
勢
働
組
合
餐

寄

れ
に
偏
せ
恋

す
る
か

は
、
軈
て
嵩

蕩

の
傾
向
を
・
・
慰

目糞

・
向
・
・
む
・
馨

・
藁

家

・
足
る
も
の
で
あ
る
が
・
女
.子

吻

働
組
合
。
饗

」
も
亦
・
寄

れ
罎

か
ん
享

・
か
は
漿

・
於
・
妻

子
蕩

蕩

の
方
向
甦

む
る
に
は

雛

経

略
懲
麟蒙

舗離籍

鯵

撫
懸
讐

鞭鱒翻纒

　畑難

繹

勉麟

釁

隙轡
無

勢

鞭

罐
鱈
砒訟

的
蕩

馨

に
穿

。
。
、
團
結
は
電

着
の
全
階
弩

解
放
・
響

・
有

れ
・
其
の
禺

手

傷

暑

本

。
鷺
.
に
謝
し
て
宛
書

蕩

の
蟹

を
期
し
、
某

支
配
・
錐

難

・
苦

て
蕩

支
配
星

座
組
磐

造

癌
難

鱗

欝

廉鷹
灘

難

囎
糠

蝦麟轍
.

ぬ

る
。
で
あ
。
け
慧

も
、
兎
・
轟

濟
・
調

髪

諏

…

於
・
傾
向
・高

・
し
・
蕃

男

鹿

濟
組

.

論

説

女
舞

餌

題
(三
)

第
八
巻

〔第
五
號

七
七
)
、
美

三



論

説

享

蕩

墨

三
)

更

巻

(釜

號

七
八
=

ハ茜

緩

の
根
本
的
政
造
に
存
す
る
を
認
め
、な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
・

「

農

事

の
蕩

馨

運
動
は
や
は
り
突
撃

主
δ

て
行
は
れ
、
從
て
其
の
組
倉

職
工
組
合
式
の
勘

を

害

し
募

で
あ
っ
て
、
悪

臭

讐

於
・
接

鍛

・
票

き
を
謂
ひ
得
・
・
け
怨

も
倉

蕩

運
動
に

血

塗

藷

傾
向
。
大
い
に
加
は
墨

黒

・
異

・
享

欝

馨

運
動
に
於
て
も
や
は
り
其
の
傾
向
の
太
い

。
書

泰

,
た
る
は
之
・
認
め
・
け
れ
ば
・
畠

。
此
讐

關
・
て
講

筵

む
れ
ば
際
限
も
な
い
旨

で
あ

.

。
か
ら
、
此
暫

は
。
罫
之
…

止
・
て
挙

。
職
工
組
合
の
讐

や
羅

や
職
分
や
に
就
い
て
ば
薯

は
拙

.

稿

「
職

工
組
ム
・
論
』
.を
参

照
せ

ら
れ

む
ご

覆

希
.望

す

る
㎝

次
。
綴

こ
な
る
讐

、
女
寡

働
組
合
・
軽

装

子
蕩

蕩

み
接

-
て
行
・
奇

き
か
・
菱

孝

と
共
。
羅

せ
ら
る
可
き
奮

い
ふ
こ
ご
之
・
あ
・
。是
亦
蕾
・
饗

去

問
警

詮

告

妻

子
組
合
覇

。
性
質
.　

し
て
暫

別
泰

ら
・
る
蕎

・
・
所
で
、
や
は
・
前
鎗

げ
・
・
二
輩

繭

嚇
し
窩

題
で
あ

皿
る
。職
工
継
室

跨

下
に
於
て
も
蛮

女
異

同
・
組
合
霜

磐

て
不
都
A
・・
護

で
ば
な
く
・實
野

鼡
て

も
男
子
組
合
が
門
戸
を
解
放
・
て
女
垂

響

・
加
人
を
迎

建

-
、
委

子
馨

が

　
屡

成
芒

て
後
に
勇

者

A
.
に
酒・禮
し
た
り
し
允
や
・
・
例
・
毯

で
…

が
、
大
膳

於
て
接

子
・
享

だ
け
直

己
の
組
合

…
を
造

る
の
か
大
姦

・
例
で
あ
る
.
而
し
て
彼
望
.
欝

欝

馨

・
於
・
は
・
蓉

が
黍

蕎

者

一
撃

階

、

驚

利
害
休
戚
。
爲
め
・
警

る
…

で
・
・
か
ら
、
蕎

そ

妻

・
騎

・
立
て
ら
る
可
き
第

も
」の
で

　

疑

い
.之
は
た
y
男
女
共
理

致
・
て
傷

者
の
全
嚢

の
テ

ダ
・
・
.あ

碧

に
華

可
き
も
の
で
あ
る
・

現
寡

鍵

動
に
審

圭
詩

僧

・
加
・
棊

・
異

・
、
女
子
は
女
書

し
て
笥

羅

倉

難

せ
ん

　

は
寧
ろ
孝

と
共
に

一
葦

動
を
取
　

合
理
的
・
ヒ

し
、
蕩

問
題
鮪

・
菱

で
之
捧

人
周
鵜

23)『 職工組合謝 二郷濟言罐 第メ瑠 第一號第四號及第六號臓



薩

協

ふ
。
は
好
。
し
舎

ざ
る
老

手

・
傾
向
が
見
・
て
萎

や
…

る
・
婦
人
問
警

し
て
は
飽
迄

嘴

子
ε
櫨

こ
・
を
必
要
ご
す
る
・
で
・
・
が
、
・
れ
・
季

が
男
子
・
蓋

緩

に
さ
れ
・
不
錘

で
不
公

」難

　　難

纈
""欝
識

難

　難
{

支
、
な
い
筈
で
あ
る
.
兎
・
角
砦

傾
向

・
遊
者
・
誓

馨

可
　

・
あ
・
・
せ
ば
・
そ
は
や
は
り
勢
鍵

動

の
燵

展

ビ
見
る
ワ

冒
で
・

・
て
、
然
・
・
其

・
傾
向

・
大

・
莚

み
行
く
・
於

て
は
・
女
子
欝

問
誓

い
ふ

蠣

鞭

駿

籍

嬢

失
ひ
、
渾
天

る
勢
働
問
題
せ
し
て
獲
撰
す
可
麿

・
魂

.
毒

　

無
　
　
　
　　
灘
　
購獺
難

砺
戦

雲
剛　
蠣

撫

蠣

難
繋

踊灘
繰
鱗

鵜
　
蕩
抽瀦

淑
女
練
の
瞳
の
綜

灘

鞭

に
其
間
に
職
工
組
合
の
組
織
せ
影

、
鷺

藻

取
鎧

も
有
利
な
吻
し



講

説

女
子
野
働
問
題
(三
Y
.

,

第
八
谷

(第
五
號

入
0
)

六
六
六

こ
ε
之
で
あ
る
。
併
し
此

の
地
方

の
女
子
職
工
組
合
は
出
来
上
り
は
出
来
上
っ
た
も
の
、
、
當
初
は
殆
ん
ざ
男
子

に
依
り
て
管
理
せ
ら
れ
、
女
工
は
組
合
員
な
る
乍

ら
多
く
組
合

の
集
會

に
も
出
席
せ
す
、
又
役
員
に
女
子
を
選
出

…
す
る
こ
ご
も
之
を
爲
さ
な
か
っ
た
。
何
故
に
撚
り
し
か
ご
い
へ
ば
女
子
は
之
.を
爲
す
に
依
り
て
雇
主
よ
り
庭
訓
せ

.

ら
妻

を
恐
れ
た
乏

加

へ
て
、
勢
働
時
間
長
き
に
響

過
熱
醤

嚢

れ
ば
勢
働
を
終
れ
ば
早
豪

に
蹄
ゲ
て

味

息
す
る
を
之
れ
欲
し
た
遂

、
更
に
は
當
堅

磐

女
子
は
家
籍

在
り
て
家
事

る
可
き
も
の
で
肚
會
的
に

落

動
す
望

・
も
礎

あ
ら
奮

い
ふ
道
禽

張
か
り
し
が
爲
め
.な
り
喜

ら
れ
て
あ
・
。
け
れ
ざ
も
近
勝

至
り

.

て
は
事
情
は
大
.い
北
憂
化
し
来
り
女
子
も
亦
家
庭
を
出
で
}
肚
曾
的
に
活
動
せ
ざ
る
可
ら
ざ
る
こ
ご
の
畳
ら
る
Σ

量

り
、
霧

的
事
情
が
女
子
の
生
活
、
其

の
繋

、
茸
ハ
の
繋

、
虹
ハの
幸
輻
の
歯

瘻

至
券

關
係
を
享

る
も

の
な
る
こ
ご
を
知

る
に
至

っ
投
。
牲
に
紡
績
工
場
は
今
や
殆
ん
ご
塗
く
女
子

の
勢
働

π
依
吻
で
行
は
る
、
に

至
り
た
る
餐

め
に
女
子
も
亦
團
結
を
繁

し
、
粗
食

霧

は
女
舌

ら
之
義

理
芸

る
可
ら
ざ
る
の
必
要

藩

な
・
窒

つ
・
.
其
の
葉

5

て
含

鴛

妻

子
・
・
が
多
く
・
番

・
如
謹

於
て
管

　

多
く

一
の
出
席

者
を
見

る
に
至

つ
授

の
で
あ

る
。

　

需

垂

叢

外
・
穿

て
緩

維
藁

・
巾
・
於
て
も
讐

方
暫

婆
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